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 結団式 

１０月１３日、運動会の結団式を行いました。青空に紅白の

旗がはためくなか、団長や団員から運動会の目標発表や応

援のお披露目があり、グランドには一気に運動会に向けた熱

気が広まりました。６年生は、この結団式のために各クラスで

時間を見つけては、応援歌や振り付けの練習を重ねてきまし

た。また、応援団員は 

昼休みも返上して練 

習に励んできました。 

下学年はその裏での 

努力を直接見ていた 

わけではありません 

が、６年生の情熱とや 

る気を肌で感じ取り、 

気持ちの引き締まったすばらしい結団式となりました。今年の

運動会スローガンは、「みんなで協力！がんばれ元気出せ若

葉っ子！」です。紅白それぞれの団で力を合わせ、仲間を信じ

て応援し合い、一人一人が自分のもてる力を十分に発揮し 

て、思い出深い運動

会になることを願って

います。頼もしい若葉

っ子たちのことですか

ら、気合いのこもった

素晴らしい運動会に

してくれると信じてい

ます。 

芸術の秋 

校舎の廊下や階段、校庭に画板を持った子どもたちの姿が

見られます。運動会ばかりに気を取られていましたが、もう 10

月中旬。スケッチ会の季節でもあります。子どもたちは校内の

思い入れのある場所に陣取り、一点透視法や二点透視法な

どの図工の技術をフルに活用しながら、立体感のある下書き

に取り組んでいました。下書きが終わったら、次はいよいよ色

塗りです。最後まで自分の納得がいく 

作品に仕上げてほしいと思います。 

どんな作品が完成するのでしょうか。 

もう少しすると、校内が素敵な絵で 

いっぱいになりそうです。 

酸・アルカリ・中性?! 

理科室の前をふと通りかかると、教室

からは楽しげな歓声が―。のぞいてみる

と、６年生の「水溶液の性質」の学習、酸

性・アルカリ性・中性を分類する定番の実

験でした。保護者の皆さん、思い出してく

ださい。酸・アルカリと言えば……そう、あ

の伝説の紙、「リトマス紙」です！「えーっ

と、『青→赤が酸性』で、『赤→青がアル

カリ性』……で、合ってたっけ？」急に自

信がなくなって頭で何度も確認しつつ、

子どもたちの様子を観察しました。しか

し、このリトマス紙、人間の汗や湿気にも

反応するデリケートな代物。ピンセットで

扱わねばならないのですが、これが子ど

もたちにはなかなかの難敵です。「あ、つ

まめない！」「いっぺんに 5枚も取れた！」

あちらこちらで小さなトラブルが勃発し、

机の上は大にぎわい。悪戦苦闘しながら

も、一生懸命に実験を進めていました。学

年が進むにつれ、授業はぐっと本格的に

なり、自分の考えを深く掘り下げるものに

なっていきます。「赤くなったから……ええ

っと、どっちだっけ！？」手元のリトマス紙の

色と反応の法則を必死に見比べ、フル回

転で頭を悩ませる子どもたち。そんな一

生懸命な姿を見つめながら、これからも

「なぜ？」「もっと知りたい！」という探究心

を大切に、ワクワクする授業を組み立てて

いきたいと感じた一コマでした。 


